













































































































 試  料 SiO2 Al2O3 Fe2O3 TiO2 CaO MgO Na2O K2O 強熱減量
現在の有田焼 79.5 16.45 0.42 0.02 0.07 0.07 0.29 2.77 0.1





































































































である。 図 3 は初期柿右衛門様式の赤絵具層の
断面組織である 10）。赤絵具層の厚さは約 5µm
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